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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年6月16日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年6月16日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年6月16日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

12日に発表された5月の消費者物価指数（CPI）上昇率が市場
予想を下回るとともに、現在の基準で集計が始まった2012年以
来の最低水準となりました。これを受けて利下げ期待が高まり
ましたが、利益確定の売りも見られ、インド株式市場は週間で
は小幅に下落しました。

CPIに加えて5月の卸売物価指数（WPI）上昇率も市場予想を
下回る水準となる中、外国人投資家からの資金流入が続いて
インド10年国債利回りは低下（価格は上昇）しました。

米連邦公開市場委員会（FOMC）で市場予想通り利上げが行
われ、声明文の内容が市場予想より若干タカ派的であったこと
から米ドルが強含み、ルピーは対米ドルで小幅安となりました。
一方、円も対米ドルで下落したことから、対円では小幅高となり
ました。

（対象期間：2017/6/12～6/16）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/6/9 2017/6/16 変化率

31,262.06 31,056.40 -0.66%

2017/6/9 2017/6/16 変化幅

6.503 6.489 -0.014

2017/6/9 2017/6/16 変化率

1.717 1.728 +0.64%
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